
 

平成 30 年５月号 №521 

のうぎょうだよりは八戸市農業

委員会のほか、市内農協各支店

でも配布しています。 

また、インターネットではフル

カラーでご覧いただけます。 

○八戸市ホームページ 

http://www.city.hachinohe.

aomori.jp/ 

 

 

 

 
のうぎょうだより 

１．農作業労働賃金 

作業名 標準単位 賃金（円） 

水田 一般作業 ８時間労働 6,000 

畑 一般作業（たばこ含む） 〃 6,000 

果樹 
剪定 〃 8,700 

摘果・袋かけ・収穫 〃 6,000 

(注)まかない費は含まず。男女共同じ。 

２．農作業受委託料金 ※下表の金額は消費税含む 

作業名 標準単位 料金（円） 

水田 

耕起（トラクター） 10アール当り 6,000 

代かき 〃 6,200 

田植（機械植） 〃 7,000 

田植機用苗 苗（１箱当り） 800 

刈取バインダー（ひもを除く） 10アール当り 7,200 

脱穀 〃 6,800 

コンバイン（ひもを除く） 〃 14,200 

生乾燥（玄米） １俵当り 1,400 

畦ぬり（片側） １ｍ当り 30 

畑 

耕起（トラクター） 10アール当り 4,900 

トレンチャー 〃 42,200 

麦 
コンバイン（ひもを除く） 10アール当り 8,600 

生乾燥 １俵当り 1,500 

 

農
業
委
員
会 

事
務
局
職
員
異
動  

 

４
月
１
日
付
人
事
異
動
に
よ
り
、
事
務

局
職
員
が
次
の
と
お
り
異
動
に
な
り
ま

し
た
。（《 

》
内
は
旧
職
名
） 

 

■
農
業
委
員
会
に
転
入
し
た
職
員 

 

事
務
局
次
長
（
農
地
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
） 

久
保 

伝 

《
収
納
課
副
参
事 

（
整
理
第
二
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）》 

 農
政
グ
ル
ー
プ
主
幹 

古
舘 

恵
子 

《
介
護
保
険
課
主
幹
》 

    

■
農
業
委
員
会
か
ら
転
出
し
た
職
員 

 

南
郷
事
務
所
副
所
長 

（
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
） 

寺
沢 

智
幸 

《
事
務
局
次
長 

（
農
地
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）》 

 経
済
産
業
省
へ
派
遣 

髙
橋 

は
る
か 

《
農
政
グ
ル
ー
プ
主
査
》 

八
戸
市
農
業
委
員
会
で
は
、
３
月
に
開
催

し
た
総
会
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
農
作
業

標
準
賃
金
に
つ
い
て
審
議
し
、
左
表
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
農
作
業
標
準
賃
金
は
あ
く
ま
で
標
準

賃
金
で
す
の
で
、
作
業
賃
金
を
定
め
る
際
は
、

こ
の
標
準
賃
金
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ほ
場

の
条
件
や
作
業
の
難
易
等
を
考
慮
し
、
当
事

者
間
で
協
議
の
上
、
作
業
賃
金
を
定
め
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

問 

農
業
委
員
会
事
務
局 

☎
43
‐
２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
１ 

 



 

(２) 
はちのへのうぎょうだより 

５ 月 号  No.521 

 
        

豊
崎
地
区
長
芋
農
家 

中
村
明
人
さ
ん 

  
  

  

◎
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
お
伺
い
し

ま
す 私

は
農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
、
現
在
69

才
に
な
り
ま
す
。
昭
和
40
年
代
後
半
に
は

関
東
方
面
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
か
専

業
農
家
に
な
る
こ
と
を
夢
に
見
て
い
ま
し
た
。 

昭
和
50
年
度
青
森
県
産
長
芋
の
価
格
高

騰
を
知
り
、
一
念
発
起
し
て
長
芋
栽
培
に 

        

              取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
年
に
結
婚

し
ま
し
た
。 

 ◎
長
芋
品
評
会
で
数
多
く
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
栽
培
に
特
に
気
を
つ
け
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

新
し
い
ほ
場
に
作
付
け
る
こ
と
、
土
壌
消

毒
を
し
な
い
こ
と
、
溝
を
壊
さ
な
い
よ
う
ミ

ニ
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
で
掘
り
取
り
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。 

そ
れ
と
、
連
作
は
２
年
と
し
、
あ
と
１
年

は
緑
肥
を
投
入
し
て
土
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
緑
肥
栽
培
に
お
い
て
も
基
肥
を
必
ず

投
入
し
、
草
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
家
族
労
働
を
中
心
に
考
え
、
高
品

質
（Ａ
品
率
が
７
割
）
、
多
収
（
10
ア
ー
ル
あ

た
り
３
ト
ン
）を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

◎
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
？ 

優
良
種
子
の
確
保
、
具
体
的
に
は
ウ
イ
ル

ス
フ
リ
ー
、
形
状
優
良
の
種
子
を
確
保
す
る

こ
と
で
す
ね
。 

ま
た
、
最
近
は
長
芋
作
業
経
験
者
を
確

保
す
る
の
が
難
し
い
で
す
。
周
辺
に
長
芋
ほ

場
が
少
な
い
場
所
を
探
す
こ
と
も
大
変
で

す
ね
。 

 ◎
長
芋
栽
培
を
し
て
い
て
一
番
嬉
し
い
時

は
？ 収

穫
の
と
き
、
土
の
中
か
ら
形
状
の
良
い
、

高
品
質
の
長
芋
が
出
て
き
た
と
き
で
す
。 

そ
れ
と
、
食
べ
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
お

い
し
い
長
芋
だ
と
評
価
さ
れ
た
と
き
で
す
。 

 ◎
今
後
の
抱
負
は
？ 

自
分
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
栽
培
技
術
を
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 ◎
取
材
を
終
え
て
・
・
・ 

中
村
さ
ん
に
は
農
作
業
の
多
忙
な
時
間

に
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

    

                           

初
め
て
甘
い
赤
飯
を
食
べ

る
と
、
と
て
も
驚
く
よ
う

で
す
が
、
フ
ァ
ン
に
な
る

人
も
多
い
の
だ
と
か
。 

皆
さ
ん
の
お
宅
の
お
赤

飯
は
甘
い
で
す
か
？ 

青
森
県
の
南
部
地
方
で
は
、
名
物
の
南

部
せ
ん
べ
い
で
甘
い
赤
飯
を
は
さ
ん
だ

「
こ
び
り
っ
こ
」
と
呼
ば
れ
る
お
や
つ
を

農
作
業
の
合
間
に
食
べ
ま
す
。
し
っ
と
り

柔
ら
か
く
な
っ
た
せ
ん
べ
い
と
赤
飯
の
食

感
が
、
塩
気
と
甘
み
の
緩
急
と
相
ま
っ
て

絶
妙
な
お
い
し
さ
で
す
。 

一
般
的
に
、
も
ち
米
と
小
豆
を
一
緒
に

炊
き
込
ん
だ
も
の
を
赤
飯
と
呼
び
ま
す

が
、
東
北
地
方
や
北
海
道
で
は
砂
糖
や
甘

納
豆
を
混
ぜ
込
ん
で
甘
み
を
つ
け
ま
す
。

関
東
地
方
で
は
小
豆
の
代
わ
り
に
サ
サ
ゲ

（
サ
サ
ギ
）
を
入
れ
た
お
赤
飯
が
一
般
的

な
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
に
小
豆

の
皮
が
破
れ
や
す
い
の
を
、
切
腹
に
通
じ

る
と
い
っ
て
嫌
っ
た
の
が
由
来
だ
と
か
。

千
葉
県
で
は
落
花
生
を
、
長
野
県
で
は
花

豆
を
入
れ
る
所
が
あ
る
な
ど
、
赤
飯
は
地

域
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
ま
す
。 

祝
い
事
の
際
な
ど
に
赤
飯
を
炊
く
風
習

は
、
古
代
、
蒸
し
た
赤
米
を
神
様
に
お
供

え
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
赤
米
自
体
は
次
第
に
作
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
赤
い
ご
飯
を
食
べ
る
風
習

は
生
き
続
け
、
そ
の
後
白
米
を
小
豆
と
炊

き
込
み
、
赤
く
色
付
け
る
と
い
う
方
法
が

取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

甘
く
な
い
赤
飯
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
が 

オ
ラ
ほ
の

取
材 

豊
崎
地
区 

赤
坂 

英
夫 

委
員 

田
中 

忠
二 

委
員 

赤
坂 

力
雄 

委
員 

 

今月号では豊崎地区

でがんばる長芋農家

の、中村明人さんを紹

介します。 

 

 

 

中
村
さ
ん
は
長
芋
栽
培
に
お
い
て
、
大
変

先
駆
的
な
考
え
を
持
ち
、
地
元
生
産
者
の

先
頭
に
立
ち
、
生
産
技
術
の
向
上
に
尽
く

し
て
き
ま
し
た
。 

 

むかご選別機 

真剣な眼差しを向ける中村さん 



 

(３) 
はちのへのうぎょうだより 

５ 月 号  No.521 

   

     

昨
年
５
月
の
総
会
で
定
め
た
29
年
度
の

目
標
指
標
に
つ
い
て
、
年
度
末
（平
成
30
年

３
月
）
で
の
状
況
・
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

■
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
育
成
・確
保 

目
標
・・・
10
経
営
体
の
増 

結
果
・・・３
経
営
体
の
減 

新
た
に
６
経
営
体
の
増
が
あ
り
ま
し
た
が
、

高
齢
化
な
ど
を
理
由
と
し
た
未
更
新
の
経

営
体
が
９
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
３
経
営
体
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
経
営
改
善
の
た
め

の
事
業
等
を
活
用
す
る
に
は
、
認
定
農
業

者
で
あ
る
と
有
利
で
す
の
で
、
引
き
続
き
認

定
農
業
者
の
増
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。 

■
遊
休
農
地
の
解
消 

 

目
標
・・・
10

ha 

 

結
果
・・・
23
・８
ha 

 

新
た
な
遊
休
農
地
の
発
生
を
約
２
・８
ha

確
認
し
ま
し
た
が
、
農
作
物
の
作
付
け
や
草

刈
等
の
適
正
管
理
に
よ
る
農
地
の
再
生
が

約
12
・
２
ha
、
農
地
転
用
や
農
地
か
ら
の

除
外
が
約
14
・
５
ha
あ
り
、
差
し
引
き
約

23
・
８
ha
の
解
消
と
な
り
ま
し
た
。
農
業

委
員
会
で
は
、
今
後
も
遊
休
農
地
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

平
成
30
年
度
の
農
業
委
員
会
活
動
指
標

作
成
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
農

業
委
員
会
活
動
全
般
へ
の
ご
意
見
等
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

問 

農
業
委
員
会
事
務
局 

☎
43
‐２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
６ 

    

農
業
委
員
会
で
は
荒
廃
農
地
の
解
消
に

向
け
て
、
今
年
度
も
５
月
か
ら
市
内
の
農
地

の
全
体
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

荒
廃
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
主

な
調
査
内
容
と
な
り
ま
す
が
、
調
査
の
結

果
著
し
く
原
野
化
が
進
行
し
、
農
地
と
し
て

の
利
用
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「
非
農
地
」
と
し
て
農
業
委
員
会
の
台
帳
を

修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

調
査
の
際
に
は
農
地
所
有
者
の
立
会
い
は

不
要
で
す
が
、
農
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

問 

農
業
委
員
会
事
務
局 

☎
43
‐２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
４ 

   

     

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
代
表
機
関

で
あ
る
市
町
村
農
業
委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
発
行
す
る
週
刊
の
農
業
総

合
専
門
紙
で
す
。
週
刊
紙
の
特
性
を
活
か
し
、

農
業
・
農
村
・
農
政
の
動
き
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
お
届
け
す
る
農
業
者
及
び
就
農
意
向
を

お
持
ち
の
方
・
企
業
必
読
の
新
聞
で
す
。
ま

た
、
農
業
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
創
生
、

６
次
産
業
、
食
育
等
地
域
や
食
に
関
心
の

あ
る
方
に
も
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。 

１
週
間
の
出
来
事
を
ま
と
め
て
読
む
こ
と

が
で
き
、
農
政
解
説
や
農
村
現
場
の
動
き

を
分
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
普

段
忙
し
い
方
に
も
自
信
を
持
っ
て
お
薦
め
で

き
る
新
聞
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
読
者
の
皆

様
に
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
、
家
族
全
員
が

楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
全
国
47
都
道
府
県
に
あ
る
支
局
の
県

版
・
地
方
版
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
の
元
気

で
特
徴
あ
る
明
る
い
話
題
や
地
域
独
自
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

お
申
込
み
、
試
読
は
農
業
委
員
会
ま
で
。 

○
毎
週
金
曜
日
発
行 

○
購
読
料:

月
７
０
０
円(
送
料
、
税
込
み) 

 

   

当
委
員
会
で
設
定
し
て
い
る
農
地
法
第
３
、

４
、
５
条
の
許
可
申
請
・
届
出
の
受
付
期
間

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
申
請
内
容
や
申

請
書
類
に
つ
い
て
、
事
前
に
農
業
委
員
会
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
30
年
度
の
年
間
予
定
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
の
窓
口
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ掲
載
し
て
い
ま
す
。 

問
農
業
委
員
会 

☎
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
５ 

  

農地法許可申請 

申請月 受付期間 
許可書の交付日 

3条/4･5条 
（30a以下） 

4･5条 
（30a超） 

５月 5/11-5/18 6/14 6/28 

６月 6/11-6/20 7/17 8/3 

７月 7/11-7/20 8/16 9/6 

農地法届出 

申請月 締切日 交付日 締切日 交付日 

５月 5/7 5/15 5/21 5/31 

６月 6/5 6/15 6/20 6/29 

７月 7/5 7/13 7/20 7/31 

※他法令との調整により、変更となる場合があります。 

農
政
の
動
き
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え 

経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
て
る 

全
国
農
業
新
聞 

 

 



 
(４) 

はちのへのうぎょうだより 
５ 月 号  No.521 

 

  

 

   

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
り
、
人
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
八
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
年
退
職
者
等
の
農
作

業
サ
ポ
ー
タ
ー
と
支
援
を
希
望
す
る
農
業

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
労
働
力
の
確
保
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。 

農
作
業
の
支
援
を
希
望
す
る
農
業
者
の

皆
様
は
、
八
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

               

問
公
益
社
団
法
人 

八
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

☎
44
‐
６
４
４
８ 

FAX

44
‐
６
４
７
８ 

農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー 

☎
27
‐
９
１
６
３ 

FAX

27
‐
９
１
６
６ 

                       

    

農
地
に
係
る
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶

予
の
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
際
に
、
税
務

署
に
提
出
す
る
添
付
書
類
の
ひ
と
つ
に
、
農

業
委
員
会
が
発
行
す
る
適
格
者
証
明
書
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
証
明
書
を
申
請
す
る
際
に

必
要
な
書
類
は
左
の
と
お
り
で
す
。 

■
相
続
税
の
納
税
猶
予
の
場
合 

・相
続
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る
適
格
者
証

明
願
（
２
部
）
・営
農
確
約
書
（
１
部
）
・公
図

（１
部
）・遺
産
分
割
協
議
書
の
写
し
（１
部
）・

土
地
登
記
事
項
証
明
書
（
全
部
事
項
証
明

書
）
（
１
部
）
・
戸
籍
謄
本
（
１
部
）
・
委
任
状

（１
部
） 

■
贈
与
税
の
納
税
猶
予
の
場
合 

・贈
与
税
の
納
税
猶
予
に
関
す
る
適
格
者
証

明
願
（
２
部
）
・営
農
確
約
書
（
１
部
）
・資
産

証
明
書
（
１
部
）
・戸
籍
謄
本
（
１
部
）
・認
定

書
の
写
し
（１
部
）・委
任
状
（１
部
） 

※
交
付
手
数
料
３
０
０
円 

※
郵
送
で
の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

※
交
付
ま
で
数
週
間
か
か
り
ま
す
の
で
、
余

裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

証
明
願
等
の
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
農
業

委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

☎
43
‐
２
１
１
１ 
内
線
４
０
１
３ 

 

  

 

今
年
度
か
ら
、
農
業
委
員
会
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
、
古
舘
と
申
し
ま
す
。
今
ま

で
の
業
務
と
は
全
く
別
の
世
界
に
飛
び
込

ん
で
参
り
ま
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん
勉
強

し
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
同
時
に
今
月
号
か
ら
「
の
う
ぎ
ょ
う
だ

よ
り
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
は
言
っ
て
も
、
こ
の
号
は
前
任
の
髙
橋

さ
ん
が
書
き
残
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
作

文
が
大
の
苦
手
で
更
に
パ
ソ
コ
ン
の
決
定

ボ
タ
ン
一
つ
押
す
ま
で
に
も
か
な
り
の
勇

気
が
必
要
な
私
は
、
次
号
か
ら
ど
ん
な
形

で
情
報
を
発
信
す
る
事
が
で
き
る
の
か
不

安
で
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
皆
様
の
役

に
立
つ
情
報
を
た
く
さ
ん
提
供
で
き
る
よ

う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
は
各
地
で
記
録
に
残
る
大
雪
が
降

っ
た
か
と
思
う
と
、
気
温
が
急
上
昇
し
て

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
と
な
り
カ
キ
氷
店
に
行
列

が
で
き
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
も
目
に
つ
き

ま
し
た
。
も
う
春
な
の
か
な
？
と
思
う
と

ま
た
大
雪
、
そ
し
て
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
…
と

寒
暖
の
差
が
激
し
い
冬
で
し
た
ね
。
こ
の

「
の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
」.

が
皆
様
の
お
手

元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
暖
か
さ
が
落
ち
着

き
、
桜
の
花
も
満
開
…
い
や
、
も
う
葉
桜

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

 

の
う
ぎ
ょ
う
だ
よ
り
担
当 

古
舘 

編
集
発
行 

平
成
30
年
５
月
号 

八
戸
市
内
丸
一
丁
目
１
番
１
号 

八
戸
市
農
業
委
員
会
（
℡
43-

２
１
１
１ 

内
線
４
０
１
３
） 

印
刷
部
数
４
，
２
５
０
部 

印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
4.62
円 編

集
後
記 

 
所在地 

地目等 
面積 
(㎡) 

希望価格 

(円/10ｱｰﾙ) 大字 小字 地番 

① 市川町 向谷地前 24 
田 

（農用地） 
6,162 

7,700 
（貸可） 

② 尻内町 新川下 ８ 
田 

（農用地） 
1,388 応相談 

 

新規の農地情報をお知らせします。詳細について確

認したい方は、「全国農地ナビ」をご覧いただくか、農

業委員会までお越しください。新規以外の情報は折

込チラシにございます。 

農地転用・農地改良につきましては、農業委員会

や農業委員にご相談ください。 

問 農業委員会 ☎ ４３-２１１１ 内線４０１５ 

 

農地情報の確認にはインターネットの「全国農地ナ

ビ」をご利用ください。地図から農地の所在、地目、面

積、所有者の意向などを調べることができます。 
 
全国農地ナビ http://www.alis-ac.jp/ 

http://www.alis-ac.jp/

